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地方債の状況（借入残高）

人材育成基金

ふるさと応援基金

ふるさと創生基金

基金の状況（預金残高）

民生債 3,476万円

農林水産債      1億2,251万円

土木債 60億9,392万円

財政調整基金

減債基金

一人当たりの残高
人口　29,539人

（平成27年1月31日現在）

　35,285円
（対前年度比　3,410円減）

一人当たりの残高
人口　29,539人

（平成27年1月31日現在）

　543,443円
（対前年度比　5,176円増）

教育債 22億5,867万円

土木債（災害復旧債） 132万円

合　　計 160億5,277万円

まちづくり振興基金

合　　計 　10億4,229万円

総務債 75億4,156万円　1億4,000万円

　287万円

　5億1,793万円

　979万円

　4,969万円

　3億2,199万円

歳入内訳 （目的別）　　　　　 　  　　　　　単位：万円

歳　入 構成率(％)

地方交付税 337,000 26.7%

町　税 199,002 15.8%

地方消費税交付金 31,237 2.5%

国庫支出金 172,551 13.7%

県 支 出 金 202,160 16.0%

町　債 157,680 12.5%

分担金・負担金 28,443 2.3%

合   計 1,263,200 100.0%

使用料・手数料 8,953 0.7%

そ　の　他 126,174 10.0%

○自主財源：34億3,500万円（27.2%）
町税、分担金・負担金、使用料・手数料、

財産収入、寄付金、繰入金、繰越金、諸収入

○依存財源：91億9,700万円（72.8%）
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割

交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取

得税交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例

交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金、国庫支出金、

県支出金、町債

町税

199,002
15.8%

地方消費税

交付金

31,237
2.5%

地方交付税

337,000
26.7%

国庫支出金

172,551
13.7%

県 支 出 金

202,160
16.0%

町債

157,680
12.5%

分担金・

負担金

28,443
2.2%

使用料・

手数料

8,953
0.7%

その他

126,174
10.0%

歳入内訳

単位：万円

○その他費目の内訳：
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税

交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、国有提供施設

等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付

金、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金、諸収入

歳出増の主な事由

○継続事業

・統合庁舎建設事業 12億5,564万円（5億8,347万円増）

・法人保育所負担金等 18億2,914万円（5億352万円増）

・宜次地区ため池等整備 1億2,817万円（1億1,897万円増）

・農業基盤整備促進事業 2億2,490万円（1億1,310万円増）

・空調機設置事業 1億1,211万円（4,779万円増）

○新規事業

・安心こども基金特別対策事業 1億7,028万円

・観光拠点施設整備事業 5,126万円

・統合庁舎ネットワーク移設事業 8,527万円
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予算総額　126億3,200万円 （対前年度　18億1,585万円増　16.8%）



特 別 会 計 名

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
土 地 区 画 整 理 事 業
集 落 排 水 事 業

計 521,766 471,264 50,503 10.7                    

55,627                 69,696                 -14,069               -20.2                  
5,842                   5,278                  564                     10.7                    

普通建設事業費 231,873 124,284 107,589 86.6%

そ　　の　　他 224,349

17,615                 17,355                 260                     1.5                     

16.8%

　特別会計とは、特定の事業を行なう場合、その他特定の歳入をもって特定の歳出に充て、一般会計の歳入歳出と区分して
経理を個別に処理するために法令や条例に基づいて設ける会計です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：万円、％）

平成27年度 平成26年度 増減額 増減率

442,682                378,935               63,747                 16.8                    

合　　　　　計 1,263,200 1,081,614 181,586

478,327 37.9%
衛　　生　　費 95,600 7.6%
農林水産業費 85,478 6.8%
土　　木　　費 46,579 3.7%

民　　生　　費

教　　育　　費 118,784 9.4%
公　　債　　費 139,964 11.1%
そ　　の　　他 51,072 4.0%

3,772

合　　　　　計

歳　出 構成率
議　　会　　費 12,189 1.0%
総　　務　　費 235,207 18.6%

1,263,200 100.0%

平成27年度 平成26年度 増　減

公　　債　　費 139,963 136,191

増減率
歳出 性質別 （対前年度比較）　　     　　　単位：万円

2.8%

歳出内訳 （ 目的別）      　 　 単位： 万円

平成27年度特別会計当初予算について

216,527 7,822 3.6%

人　　件　　費 165,663 176,488 △ 10,825 -6.1%

物　　件　　費 153,101 140,680 12,421 8.8%

扶　　助　　費 348,251 287,444 60,807 21.2%

平成27年度歳出 《目的別の歳出内訳と主な事業》
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歳出内訳

〔総 務 費〕 ・統合庁舎建設事業
・統合庁舎ネットワーク移設事業
・国勢調査
・公文書整理委託事業
・証明書自動交付機導入事業

〔民 生 費〕 ・安心こども基金特別対策事業
・法人保育所措置負担金事業
・病児・病後児保育事業
・事業所内保育施設運営事業
・児童手当事業
・障害者訓練等給付事業
・特別弔慰金申請手続事業

〔衛 生 費〕 ・サザンクリーンセンター推進協議会負担金

〔農林水産費〕 ・ため池等整備事業

・農業基盤整備促進事業

・中層浮漁礁設置事業

・爬竜船整備事業

〔商 工 費〕 ・八重瀬町ブランド創造事業（一括交付金）

・八重瀬町戦跡整備事業（一括交付金）

〔土 木 費〕 ・観光拠点施設整備事業（一括交付金）

・桜管理整備事業（一括交付金）

・地方道路整備事業

・都市公園整備事業

〔消 防 費〕 ・地域防災計画策定事業（一括交付金）

・救助艇・牽引車両整備事業（一括交付金）

〔教 育 費〕 ・東風平小学校空調機設置事業

・学校施設LED化整備事業（一括交付金）

・港川フィッシャー整備事業（一括交付金）

単位：万円
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一般会計当初予算は、「予算編成の基本方針」に基づいて編成されています。

「平成27年度予算編成の基本方針」より抜粋

将来象 基本目標 基本計画の達成に向けた施策の方針

1「産業の振興による魅力と活力のあるまちづくり」を推進する。

①農業の振興
②水産業の振興
③商工業の振興
④観光・レクリエーションの振興
⑤雇用対策の強化

2「調和のとれた安全・安心なまちづくり」を推進する。

①市街地及び集落整備
②交通体系の整備
③住宅・生活環境の整備
④上下水道の整備
⑤地域安全・防災体制の整備
⑥情報通信基盤の整備

3「人と自然が共生する環境にやさしいまちづくり」を推進する。

①循環型社会の構築
②自然環境・生活環境の保全

4「結いの心で支え合うふれあいのまちづくり」を推進する。

①健康づくりの推進
②食育の推進
③高齢者福祉の充実
④子育て支援の推進
⑤障がい者福祉の充実
⑥母子・父子、寡婦福祉の充実
⑦地域福祉の充実

5「夢と未来を拓く心豊かなまちづくり」を推進する。

①家庭教育・幼児教育の充実
②学校教育の充実
③平和教育の推進
④生涯学習の充実・人材育成の推進
⑤スポーツ・レクレーションの振興
⑥文化・芸術の振興と歴史・文化資源の継承
⑦交流と連携の推進

6「協働の心でつくる町民が主役のまちづくり」を推進する。

①協働のまちづくりの推進
②男女共同参画社会の形成
③コミュニティ活動の強化

7「情報の共有による開かれたまちづくり」を推進する。

①情報伝達・共有の仕組みづくり
②対話によるまちづくりの推進

8「健全な行政基盤を確立するまちづくり」を推進する。

①効率的な行政運営
②効率的な財政運営

　「第一次八重瀬町総合計画」に掲げられる町の将来像「大地の活力とうまんちゅの魂が創り出す自然共
生の清らまち」を実現するため、次の基本目標の諸施策に関する事業でもって予算を編成することを原則
とする。①活気とうるおいのある豊かなまち、②自然と共生した、安全・安心なまち、③結いの心で支え
合う健康・福祉のまち、④いのちを育む教育文化のまち、⑤共に考え行動する協働のまち、⑥財政基盤の
安定した自立的なまち。引き続き、財政の健全化に努めるため、各種施策の優先順位の洗い直し、無駄を
徹底して排除しつつ、創意と工夫で最大の行政効果が得られるよう、あらゆる英知を結集して取り込む。

　「第一次八重瀬町総合計画」は、八重瀬町の最上位の行政計画として、各種分野別計画を策定する際の
指針となります。その指針に基づき予算編成の基本方針を決定し、八重瀬町の将来象に向けての予算編成
となっています。
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万円

町負担額 万円
ごみ袋等販売 万円

万円
ごみ袋製造・販売委託料 万円
塵芥処理費負担金 万円
し尿処理負担金 万円
粗大ごみ収集委託料 万円

万円

国・県支出金 万円

万円
負担金 万円

万円

合併特例債 万円
町負担額 万円

万円
自動交付機 万円

　住民が住民基本カード（マイナンバーカード）を用い八重瀬町の新庁舎において、平成
２８年４月より住民サービスの利便性向上と時間外の行政サービスの拡充を目的に証明書
自動交付機を導入します。

財　源

1,512

　社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な社
会を実現するため、複数の機関に存在する特定の個人の情報を同一人の情報であるという
ことの確認を行い、個人番号カード（マイナンバーカード）を交付します。

証明書自動交付サービス導入業務 事業費 3,132

財　源
3,100

32

システム導入費 1,620

1,000

通信運搬費

個人番号カード（イメージ）

213東部清掃施設組合　清掃工場

18
982

　八重瀬町の一般家庭や事業所から排出される一般廃棄物の処理を行います。
　一般廃棄物の中で、もやすごみについては「東部清掃施設組合」が処理を行います。も
やすごみ以外の一般廃棄物、し尿については八重瀬町と南城市が共同で組織している「島
尻消防、清掃組合」が処理を行います。

個人番号カード関連事業 事業費 1,000

生活環境保全事業 事業費 2億4,873

財　源
2億2,062

2,811

一般家庭ごみ収集委託料 6,638
1,537

1億3,974
2,511

基本目標：自然と共生した、安全・安心なまち

i  
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住民環境課（じゅうみんかんきょうか）	 ℡998-2443



万円

町負担額 万円

万円
乳幼児健診 万円
妊婦健康診査公費負担 万円
その他 万円

万円

町負担額 万円
国・県支出金 万円

万円
各種がん検診 万円
婦人がん検診 万円

万円

町負担額 万円

万円
その他 万円

9,593
284

　各種の感染症から身を守るため、また、感染症のまん延を予防するため、集団接種・個
別接種の方法で、以下の予防接種を実施します。
・ＢＣＧ　・ポリオ　・ＤＰＴ　・四種混合　・ＭＲ　・ＤＴ　・日本脳炎　・子宮頸がん　・ヒブ
ワクチン　・小児用肺炎球菌　・水痘　・高齢者インフルエンザ　・高齢者肺炎球菌

委託料

9,877

　がん、心臓病、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病は、自覚症状がなく気付かないまま
徐々に症状が進行します。毎年定期的に検査を受け病気を未然に防ぐことを目的としま
す。

497
1,709

723

予防接種事業 事業費 9,877

財　源

母子保健事業

591
930

3,327
34

事業費

財　源

育児支援事業

4,882

4,882

基本健診

　すべての親と子が健やかでたくましく成長することを目標に次の事業を行います。
・ベビーマッサージ　・離乳食実習　・あそびと食の教室　・事後教室　・母子健康相談
・１歳6か月児健診　・２歳児歯科検診　・３歳児健診　・妊娠中に必要な妊婦健康診査
（最大14回公費で受診できます。）

一般健診・各種がん検診 2,929
2,923

6

事業費

財　源

基本目標：結いの心で支えあう健康・福祉のまち

5

健康保険課（けんこうほけんか）	 ℡998-2210



万円

国民健康保険税 万円
国・県負担金  17億1,160 万円
療養給付費交付金 1億6,641 万円
前期高齢者交付金 1億6,320 万円
共同事業交付金 12億2,311 万円
町からの繰入金 3億4,516 万円
その他 万円

万円
保険給付費 万円
後期高齢者支援金等 万円
前期高齢者納付金等 万円
介護納付金 2億3,184 万円
共同事業費搬出金 12億5,626 万円
保健施設費 万円
その他 万円

万円

保険料 万円
手数料 7 万円
町負担額 万円
繰越金・広域連合還付 万円

万円
万円
万円
万円
万円

保険料還付 47

　７５歳以上（一定の障がいのある人は６５歳以上）は、それまで加入していた医療保険
を脱退し、後期高齢者医療保険に加入します。
　この事業では、町が保険料の徴収を行うほか、制度の運営主体の沖縄県後期高齢者医療
広域連合へ負担金を支払います。

その他 10

4,500

400

事務費

　国民健康保険は、加入者のみなさんが病気やケガをしたときに備えてお金（国民健康保
険税）を出し合い、安心して病院で治療がうけられるようにするという「助け合い」の精
神に基づいた国の制度です。

722

後期高齢者医療（特別会計） 事業費 1億7,615

財　源
7,024

1億184

保険料 1億184
保健基盤安定負担金 7,024

350

総務費 591
930

3,327
62

国民健康保険事業（特別会計） 事業費 44億2,682

財　源

4億9,800

3億1,934
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万円

町負担額 万円
県負担金 万円
国負担金 万円

万円

万円

町負担額 万円
地域支援事業費 万円
ケアプラン作成料 万円

万円
事務費 万円
委託料 万円
負担金 万円
扶助費 万円

万円

町負担金 万円
県負担金 万円
利用者負担金 万円

万円
事務費 万円
委託料 万円
負担金・補助金 万円
扶助費 万円

人件費

5億7,225

233
4,479

扶助費

障がい福祉サービス事業 事業費 5億7,225

財　源
1億4,306
1億4,306
2億8,612

字とうてぃ語らな事業

306
1,270

68
73

3億1,029
5,927

649

　心身に障がいがある方に、障がいの程度や介護の必要度、身のまわりの状況等によっ
て、生活を支えるための様々な障がい福祉サービスを提供します。障がい福祉サービスに
は、居宅介護（ホームヘルプ）や短期入所支援などの介護給付と就労移行支援や自立訓練
などの訓練等給付に分けられています。

介護保険事業 事業費 3億7,605

財　源

いきいき活動支援通所

1,500

就労移行支援の様子

　高齢者の自立した在宅生活を支援するため、軽度生活援助事業を実施します。また、高
齢者が地域で元気に長生きできるよう、自治会集会所において「字とぅてぃ語らな」を行
い、社会福祉会館において「いきいき活動支援通所」を実施します。

報酬 509
757

145

1,731

　介護保険制度は、急速な高齢化に伴い、介護の問題が老後の最大の不安要因となってい
ることから、介護を社会全体で支え、利用者の希望を尊重した総合的なサービスが安心し
て受けられることを目的とした制度です。また、元気な高齢者が要介護状態になることへ
の予防を図る地域支援事業のサービスも充実させていきます。

高齢者福祉事業 事業費 4,573

財　源
4,432

3億1,248

基本目標：結いの心で支えあう健康・福祉のまち
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社会福祉課（しゃかいふくしか）	 ℡998-9598



万円

万円

万円

万円

万円

万円

地域生活支援事業 事業費 3,066

重度心身障がい者（児）医療費助成事業 事業費 3,662

　身体、知的障がい者・障がい児（身体障害者手帳1、2級　または、療育手帳Ａ１、Ａ2
所持者）に対し、医療費の一部を助成することにより、経済的負担を軽減します。

障がい児通所支援事業 事業費 6,497

　心身に障がいのある児童がデイサービスセンターなどへ通い、療育や集団生活による
個々の特性にあった支援を受けます。

社会福祉事業 事業費 5,901

　高齢者・障がい者が安心して生活できるまちにするために、社会福祉協議会及び各種団
体に対する補助をおこなっています。また、災害時の地域コミュニティによる安否確認体
制、支援体制の構築も行なっています。

　事業の目的   高齢者の長寿を祝い、多年にわたり社会に貢献してきた功績に感謝し、ト
－カチ・カジマヤ－・新百歳祝いを行う年齢に該当する方に祝い金を支給しています。ト
－カチとカジマヤ－は10,000円、新百歳は20,000円。また敬老激励金として、80歳以
上の高齢者に年額3,000円を支給しています。

　障がい者が地域で生活するための支援を手伝いする事業です。
・移動支援事業　・日中一時支援事業　・日常生活用具給付等事業　・自動車運転免許取
得　・改造助成事業　・相談支援事業　・社会参加促進事業　・地域活動支援センター
・障害程度区分認定等事務　・意思疎通支援事業等を実施します。

更生医療費給付事業 事業費 6,532

　身体障害者手帳の交付を受けた18歳以上の方に、障がいを除去・軽減するための医療に
ついて、医療費の自己負担額を軽減する公費負担医療制度です。

敬老祝い金、生年祝金事業 事業費 660
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万円

町負担金 万円
県負担金 万円
国負担金 万円

事業所内保育所運営費負担金 万円

万円

保育料 万円
町負担額 万円
国・県負担金 万円

法人保育園運営費負担金 万円

万円

町負担額 万円
県負担金 万円

万円
障がい児保育補助金 万円

地域型保育事業（事業所内保育事業） 事業費 2,448

財　源
612

1,224
612

2,448

　町の認可、確認を受けた事業所内の保育施設にて地域の保育を必要とする子どもを入所
させることにより待機児童の解消を図ります。
　保護者の子育てと就労の両立を支援するとともに、児童の健全な育成を図ることができ
ます。

保育園の運営費 事業費 18億2,914

財　源
2億7,356
5億3,497

10億2,061

18億2,914

　保護者の就労などのため、昼間保育ができない家庭の児童を保育します。
　公立保育1保育所、法人13保育園合わせて1,431人（H27.4.1見込み）の児童を保育す
ることができます。

法人立保育園における特別保育事業 事業費 9,828

財　源
2,976
6,852

延長保育補助金 8,928
900

　保護者の就労形態の多様化やさまざまな保育ニーズに対応するため、法人保育園におい
て特別保育を実施します。延長保育13園及び障がい児保育9園で実施することができま
す。

基本目標：結いの心で支えあう健康・福祉のまち
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児童家庭課（じどうかていか）	 ℡998-7163



万円

万円

万円

万円

万円

万円

児童手当 事業費 6億8,934

安心子ども基金特別対策事業
　　・待機児童解消支援交付事業

事業費 1億7,028

　保育所整備を行い、3歳未満児の待機児童の解消及び5歳児保育の拡充を図ります。
　町内の法人保育園の増改築及び分園整備を行い、80名余の定員拡充を図ることができま
す。

放課後児童健全育成事業 事業費 2,492

　放課後において保護者のいない家庭の小学生を放課後児童クラブで預かり、健全育成に
努めます。放課後児童クラブ6カ所にて実施し、放課後児童の居場所を確保する事ができま
す。

保育士処遇改善臨時特例事業 事業費 4,040

　保育士の人材確保を推進する一環として、保育士の処遇改善に取り組む保育所への資金
の交付を行います。保育士の確保が努められ、待機児童解消に効果が期待できます。

　児童虐待などを早期に発見、対応し安心して生み育てられる地域づくりのため、要保護
児童対策地域協議会を設置し、関係機関によるネットワークを構築し、虐待防止に向けて
の取り組みを行います。

　家庭における生活の安定に貢献し、次代の社会を担う児童の健やかな成長を応援する制
度です。
　児童を養育している父母などに児童手当を支給し、家庭生活の安定と次代を担う児童の
健全育成を図ります。

子ども医療費助成事業 事業費 6,301

　子どもの健やかな成長を目的に、医療機関を利用した保険診療による医療費に対して補
助を行います。外来は0歳から3歳まで（3歳児は一部負担金あり）入院は0歳から中学校卒
業まで対象です。※H27.10月からは外来分の助成が就学前まで拡大されます。

児童虐待防止対策支援事業 事業費 554
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万円

町負担金 万円
一括交付金 万円

委託料 万円

万円

町負担金 万円
一括交付金 万円

万円

負担金 万円

万円

町負担額 万円

万円

　本年末には具志頭・東風平庁舎の各書庫や執務室等にある公文書を新庁舎の書庫へ移動させる必要
があることから、事前に公文書の整理を行います。また、公文書を適切に管理できるように公文書の
整理や迅速な検索が可能となるデータベースの構築等を行い、本町の公文書の向上を図るとともに事
務の効率化・円滑化を推進することを目的としています。

委託料 999

　本町には海岸、河川沿いに面した集落がありますが、本町地域防災計画において津波に対する考え
が十分ではなく、想定外の被害をもたらした東日本大震災のような大規模災害に備え、住民と本町を
訪れる観光客の安心・安全を確保するため、国の防災基本計画や沖縄県地域防災計画を踏まえ、災害
対応「初動マニュアル」及び「災害対応時マニュアル」を作成し地域防災計画の強化を図ります。

公文書整理保存管理業務 事業費 999

財　源 999

　海や川に関する事故・災害等が起こった場合に、迅速かつ確実に対応するため必要な装
備を整備し、消防力の強化につなげ住民や観光客の安心安全を確保します。

547

救助艇・牽引車両整備事業負担金

地域防災計画策定事業 事業費 1,538

財　源
308

1,230

1,538

H26年度　津波避難訓練

事業費 547

財　源
109
438

基本目標：自然と共生した、安心・安全なまち
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総務課（そうむか）	 ℡998-2200



万円

町負担額 万円

万円

万円

国・県支出金 万円

万円

万円

町負担額 万円

万円

4,302事務委託料

区長・自治会長事務委託費 事業費 4,302

財　源 4,302

交通安全特別交付金事業 事業費 233

  八重瀬町内には３３の区・自治会があり、町との委託契約により、毎月発刊されている町
広報紙「広報やえせ」の配布や、各種事業のお知らせ（社協だより等）の配布、さらに役
場からの暮らしに関する役立つ情報が町民の皆様にお届けできるように毎月２回（第１・
第３木曜日）の事務連絡会を開いています。

区長・自治会長　連絡会

財　源 233

交通安全施設整備工事 233

　町ではカーブミラーの設置に重点を置いており、各自治会からの情報（見通し等が悪く
て事故が起こる危険性があるなど）により設置個所を選定し、設置を行ったり、台風の影
響等により破損が見受けられるカーブミラーの補修を行う際に交付金を活用しておりま
す。

事業費 139

　八重瀬町農業委員会委員選挙は、３年に１度行われ、八重瀬町農業委員会においては町の農業従事
者の代表者である委員が、町の農業関係に関する事項について代表して意思決定を行うという役割を
担っています。委員は１５名であり内１２名が選挙により選ばれ、他を町議会等の推薦により町長が
選任します。　（任期満了日：平成27年9月30日　投票日は未定）

農業委員会委員選挙

事務委託料 139

財　源 139
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万円

町負担額 万円
合併特例債 万円
国補助金 万円

万円
委託料 万円
備品購入費 万円

万円

町負担額 万円
国補助金 万円

万円
委託料等 万円
消耗品費 万円

万円

町負担額 万円
県支出金 万円

万円
万円
万円
万円

平成28年1月に供用開始予定

統合庁舎建設事業 事業費 12億5,573

財　源
9,444

11億4,620
1,509

11億9,061
2,502
4,000

工事請負費

　分散した庁舎を一本化し、組織・機構の集約化を進め、すべての住民サービスが一つの
窓口で可能となる「ワンストップ行政サービス」体制の構築と事務効率の向上を図り、ま
た災害対策機能を備え、復興活動の拠点として、町民の安心・安全な生活を守ることを目
的とし、統合庁舎建設を進めていきます。本年度は、庁舎の建築工事を行います。

戦跡整備事業 事業費 2,500

財　源
500

2,000

1,630
860

10
ヌヌマチガマ整備

戦跡整備工事

　八重瀬町の地域資源を活用するため、町内で確認されている戦争遺跡（ﾇﾇﾏﾁｶﾞﾏ、ｶﾞﾗﾋﾞ
ｶﾞﾏ）の周辺を整備し、多くの人々に歴史・平和学習を追体験させ、平和の大切さを訴える
ことができます。

統計調査に関する事業 事業費 842

財　源
1

841

報酬 649
使用料及び賃借料 45
消耗品費 17
その他経費 131

　統計調査は、統計調査員が事業所や世帯等を訪問し、調査票への記入や聞き取りなどを
通して、目的のデータの収集を行っています。集められたデータは集計後公表されるほ
か、行政の施策等に役立てられています。　・国勢調査（全世帯対象）・経済センサス
【調査区管理】（全事業所対象）・学校基本調査（学校対象）

基本目標：活気とうるおいのある豊かなまち
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企画財政課（きかくざいせいか）	 ℡998-2668



万円

万円

万円

万円

万円

万円

こいのぼりあしび運営補助金 事業費 400

観光振興プロモーション支援員 事業費 412

　八重瀬町の観光振興を目的に、以下の業務を支援する専門職員を雇用します。
　①観光プロモーションの企画・運営、②八重瀬町観光情報の発信、③観光イベント等の
企画運営及び補助、④観光関連施策の業務調整管理

八重瀬ブランド販路構築支援業務 事業費 995

　八重瀬ブランド販路構築支援事業は地域ブランドとして「八重瀬カラベジブランド」を含めて、水
産・畜産物、飲食、工芸など未活用の地域資源を掘り起し、町の新たな特産品八重瀬ブランドとして
ブランディングを行います。そして、八重瀬ブランドの販路開拓プロモーションを実施することで販
路構築の支援を行い、生産者の所得向上及び地域活性化を図ります。

観光マップ作成業務 事業費 317

　沖縄県を訪れる観光客の皆様に向け、本町を楽しくまちあるきできるように、また、地
域住民が本町にある地域資源を誇りに思い、本町の歴史・文化資源・伝統芸能、飲食店や
自然を魅力的に発信することができる観光パンフレット等情報発信ツールを作成します。

　住民に親しまれるような広報紙を目指します。
　主な内容は、行政情報や政策、町民の活動などの情報を毎月１回。広報「やえせ」でお
知らせします。

　５月の節句にちなみ、子ども達の健やかな成長と平和を祈るとともに、イベントを通じ
「八重瀬町」の観光産業の振興を図ります。
　さらに、この取り組みを通して地域の一体性を生みだし、町が元気になることを目的と
しています。

やえせ桜まつり運営補助金 事業費 400

　沖縄南部の桜まつりとして定着している「やえせ桜まつり」を地域内外に広くＰＲする
ために、八重瀬町ならではの取り組み、魅力あるプログラムを地域と一緒に創り上げてい
くことで町の地域活性化及び地域住民の誇りの醸成につなげます。

広報紙発行 事業費 319
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町負担金 万円

万円
会議録反訳委託料 万円
会議録検索システム 万円
会議録回線使用料 万円

町負担額 万円

政務活動費 万円

町負担額 万円

万円
万円

　八重瀬町議会の議員に対する報酬です。「八重瀬町議会の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例」の定めに基づいて支給します。

議会議員報酬 4,651
議会議員期末手当 1,322

　議員の調査研究に資するために必要な経費の一部を「政務活動費」として月額1万円を半
年度ごとに交付します。

財　源 5,973

議会議員報酬と期末手当

　「議会だより」を年4回(5月、8月、11月、2月)発行し、町内全戸に配布します。主な
内容は定例会、臨時会での一般質問や審議内容についてお知らせします。また議会ホーム
ページ上において、定例会、臨時会の会議録を公開します。

財　源 192

192

政務活動費補助金

議会だより・会議録公開

財　源 334

議会だより印刷費 100
123

34
77

基本目標：共に考え行動する協働のまち
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議会事務局（ぎかいじむきょく）	 ℡998-2201



万円

町負担額 万円

報酬 万円

万円

一括交付金 万円
地方債 万円
町負担額 万円

万円
公有財産購入費 万円

徴税嘱託徴収員 事業費 804

財　源 804

804

　町の重要な自主財源である税の確保に努めるとともに、滞納者に対する公平な税の負担
と納税意識の向上を図るため、嘱託徴収員による自主納付の指導・啓発等を行います。ま
た、税専門員を配置し長期滞納者に対して、滞納処分を行い法的処置を講じて滞納整理を
一層強化していきます。

八重瀬町観光拠点施設整備事業 事業費 5,127

財　源
4,001
1,100

26

設計委託費用 3,722
1,405

　現在の役場本庁舎の跡地利用計画として、八重瀬町観光拠点整備計画に基づき､観光を推
進する拠点機能としての観光インフォメーション施設､特産品等の販売施設､体験型･交流型
観光推進施設等の観光振興機能の導入、沖縄本島南部観光における中継地点として､道路休
憩施設等の機能を備えた｢八重瀬町観光拠点施設｣を建設します。本年度は基本・実施設計
等を行います。

基本目標：財政基盤の安定した自立的なまち

基本目標：活気とうるおいのある豊かなまち
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税務課（ぜいむか）	 ℡998-9593

まちづくり計画課（まちづくりけいかくか）	 ℡998-0014



万円

町負担額 万円
一括交付金 万円

工事費 万円

万円

町負担額 万円
一括交付金 万円

造船委託費 万円
保管倉庫工事費 万円

万円

町負担金 万円
県負担金 万円

委託料 万円

中層浮魚礁設置 事業費 4,050

財　源
810

3,240

4,050

　現在、港川近海に表層浮魚礁と中層浮魚礁を設置していますが、表層浮魚礁は台風等で
流失する確率が高く、漁獲に支障をきたすため、中層浮魚礁を増設します。その結果、マ
グロ、カツオ等の水揚げ量も増え、漁業者や遊漁船の経営の安定化を図ります。

ハーレー振興事業 事業費 2,050

財　源
410

1,640

450
1,600

港川ハーレー

　港川ハーレーの舟が老朽化しているので、新しく３隻を造船します。また保管格納庫も
整備します。
　町の伝統行事である港川ハーレー継承発展と観光資源化へと期待されています。

八重瀬町和牛改良支援事業 事業費 1,200

財　源
240
960

　本町の畜産業のさらなる振興を図るため、優良母牛の導入により、ブランド牛（子牛）
の生産体制の強化を図ります。
　今年度は１頭４０万円（5０％補助）を上限に県内外から３０頭の優良母牛を導入しま
す。

1,200

基本目標：活気とうるおいのある豊かなまち
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農林水産課（のうりんすいさんか）	 ℡998-4624



万円

万円

万円

万円

万円

万円

　さとうきびの病害虫被害（イネヨトウ虫・ガイダー・ヤソ）を防除するため、一部の薬
剤に対して、農家の負担を軽減するため関係機関で補助を行っております。
補助率（役場25%・JA25%・翔南製糖工場20%）

井戸設置補助金 事業費 40

　八重瀬町は、保水力のあるジャーガル土質が主であり、基幹作物のさとうきび栽培に最も適してい
る地域と言えますが、近年、気象条件による干ばつ等の被害があり、さとうきび栽培においても、散
水が求められています。井戸を設置し水源を確保することで、さとうきび増産が図られるとともに、
水が必要不可欠とされる品目への作物転換が可能となります。

病害虫防除事業 事業費 82

　６５歳未満で、就農開始５年未満の新規就農者に対して、施設園芸や機械化のための支
援を目的に、毎年３名の新規就農者に対し、パイプハウス設置及び管理機等の購入補助を
行います。農業担い手の育成と農家人口の増を図ります。

八重瀬町地産地消まつり 事業費 400

　地元で採れた「海の幸　山の幸」を地元で消費する地産地消をＰＲするため、東風平地
区と具志頭地区で農林水産物や加工品の展示即売と舞台イベントを開催し、農林水産業の
振興を図ります。

さとうきび優良種苗安定確保事業 事業費 333

　さとうきびの新品種の苗を生産農家へ供給するため、苗用の畑を設置（委託）してお
り、新規さとうきび農家を優先に配布を行っています。
配布の時期としは、夏植が8月～9月頃、春植が翌年２月～３月頃としています。

　若い人の就農意欲を高め、就農後も安定して農業を続けていただくため、経営が安定し
ない就農直後の所得が確保できるよう給付金が給付されます。
　農業開始または開始時の年齢が４５歳未満で「八重瀬町人・農地プラン」に中心経営体
として位置づけられた方が給付対象です。

新規就農一貫支援事業 事業費 1,500

新規就農総合支援事業 事業費 2,850
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万円

町負担額 万円
一括交付金 万円

万円
委託費 万円
用地費 万円
事務費 万円

万円

町負担金 万円
県支出金 万円
国庫支出金 万円

万円
委託費 万円
用地費 万円

万円

町負担額 万円
一括交付金 万円

万円
委託費 万円
用地費 万円
役務費 万円

　歩道を設置することにより、通学路における安全対策を図ります。また、道路、橋梁の
補修を行い危険箇所の解消を図ることにより、災害等を未然に防止します。

　町内には、未舗装の農道が６０路線あり、通過車両や風により舞い上がる粉塵で作物の
品質低下により生産力が著しく落ち込む結果となっております。農業競争力強化のため、
農業者が農業を継続できるよう、環境整備します。

社会資本総合整備事業 事業費 5,758

財　源
1,198
4,560

工事費 4,150
1,450

100
58

　 玻名城の浜を整備することにより、観光施設の充実を図り、町のイベントや浜での自然
体験等を行うことにより観光振興につなげます。（アクセス道路や遊歩道及び海浜公園等
の整備を行います。）

農業基盤整備促進事業(八重瀬第１地区) 事業費 ２億2,090

財　源
4,473
1,957

1億5,660

1億7,930
4,040

120

工事費

玻名城の郷整備事業 事業費 1億6,004

財　源
3,201

1億2,803

工事費 1億4,011
991
599
403

基本目標：自然と共生した、安心・安全なまち
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土木建設課（どぼくけんせつか）	 ℡998-2623



万円

万円

万円

万円

万円

万円

　近年の異常気象によるゲリラ豪雨により今までに無い水量、水圧等にみまわれ排水路の
護床工が破壊され、基礎部分が不安定になり破損した間知ブロックの整備を行います。

　住民に幅広く利用されている道路について、アスファルト舗装や側溝の破損等の改修を
行うとともに、草刈作業及び側溝の清掃作業を行い、安全で安心して暮らせる住環境の確
保を行います。また、各自治会が行う町道等の清掃作業に対しては、年間３万円の助成を
行います。

農道等維持管理事業 事業費 390

　八重瀬町内の生活環境の整備、壊れた農道等の修繕工事や草刈り作業及び側溝等の清掃
を行います。

農業基盤整備促進事業(八重瀬第２地区) 事業費 400

町道等維持管理・美化作業事業 事業費 2,907

団体営ため池等整備事業 事業費 1億2,760

　昭和５８年から昭和６３年にかけかんがい施設が整備されましたが、近年の度重なる豪
雨等によりファームポンドの基礎である島尻泥岩の法面が風化し、浸食・崩壊が生じてい
ることから、施設保護のための工事を行います。

農業水利施設保全合理化事業 事業費 2,700

　農業用用排水施設に付帯するバルブやメーターが老朽化し、使用不能な状況となってお
り、維持管理に多大な労力を費やしています。このため、老朽化した農業用用排水施設に
付帯する施設を整備し、水管理の合理化及び省力化を図るとともに、農業水利施設の安全
性の向上に努めます。

集落排水事業（特別会計） 事業費 5,842

　雄樋川の流域にある新城・後原地域と港川・長毛地域を対象にした下水処理事業です。
　生活環境の改善と雄樋川の水質保全及び農業用水の確保のため実施しています。下水処
理施設整備については両地区ともに完了し、今後は「調和のとれた安全・安心なまちづく
り」を目指し、地域の理解を得ながらさらなる下水道接続の普及推進に努めます。
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万円

町負担額 万円
県補助金 万円
基金繰入金 万円

万円
委託費 万円
事務経費等 万円

万円

町負担額 万円
国補助金 万円

万円
西部プラザ公園整備事業 万円
長田門原公園整備事業 万円
事務経費等 万円

万円

町負担額 万円
一括交付金 万円

万円
八重瀬さくら整備事業 万円
その他公園維持管理費 万円

公園美化清掃業務

　さくらまつり会場である八重瀬公園外５公園を、安全・安心の観点から年間を通して美
化清掃を行い、快適な利用が出来るよう努めるとともに、まつりの主役である桜の健全な
育成保全のため、樹木保護工事を行い、環境の改善を図ります。

857
1,500

345

公園美化清掃業務

東風平運動公園・・・体力向上と健康増進を図る総合的なスポーツ施設として整備をします。
西部プラザ公園・・・豊かな緑地環境及び自然景観に優れ、歴史的遺産も点在する地域であり、住民
　　　　　　　　　　が自然と触れ合える憩いの場として整備を進めていきます。
長田門原公園・・・・休養施設及び修景施設等を配置し、地域のニーズに合った公園として整備を進
　　　　　　　　　　めていきます。

観光地美化清掃事業等 事業費 2,702

財　源
816

1,886

東風平運動公園整備事業 1,000
1,000
2,000

西部プラザ公園 54

　土地区画整理事業は、道路、公園、排水施設などの公共施設の設備改善と良好な宅地の
整備を同時に行うことで快適な生活環境づくりを目的に進めています。
　八重瀬町の土地区画整理事業は、町施行による屋宜原土地区画整理事業、伊覇土地区画
整理事業、組合施行による富盛田園土地区画整理事業の３地区の整備を行っています。

公園整備事業 事業費 4,054

財　源
2,054
2,000

土地区画整理事業 事業費 5億5,627

財　源
４億4,772

7,950
2,905

4億3,940
3,860
7,827

伊覇地区土地区画整理

工事費

基本目標：自然と共生した、安心・安全なまち
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区画整理課（くかくせいりか）	 ℡998-6989



万円

町負担額 万円
一括交付金 万円

万円
工事費（ブルペン設置） 万円
需要費（農薬等） 万円

万円

町負担額 万円

派遣費補助金 万円

万円

町負担額 万円

講師謝礼金 万円

　スポーツ活動の振興と、活力ある青少年の育成を図るため、町内の児童生徒がクラブ・
スポーツ活動で沖縄県を代表して県外（県内離島を含む）に派遣される場合において助成
金を支給します。

Ｖ・ファーレン長崎　キャンプ

　各体育施設（野球場・サッカー場）をプロ使用レベルまで整備を行う事により、各種目
のプロチームのキャンプ受入をします。
　数多くのファンや観光客が八重瀬町を訪れることにより、スーパーや飲食店への経済効
果や本町を広く県内外へアピールする事ができます。

各種大会への派遣費助成 事業費 200

財　源 200

200

キャンプ受入体育施設整備事業 事業費 1,626

財　源
395

1,231

1,407
178

41

委託料（芝管理等）

全国大会への助成（八重瀬クラブ）

各種スポーツ教室 事業費 67

財　源 67

　夏休みに小学生に水泳・陸上教室を開催し、子ども達の体力の向上を図るとともに、町
内4小学校の子ども達が同時に集まることにより、交流を深めることができます。
　高齢者から成年まで幅広く参加が可能な各教室を開催することにより、日頃の運動不足
やストレスの発散につなげ、健康増進を促します。

67

夏休み水泳教室

基本目標：いのちを育む教育文化のまち
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社会体育課（しゃかいたいいくか）	 ℡998-2140



万円

町負担額 万円
県支出金 万円

委託料 万円
工事費 万円

万円

町負担額 万円
一括交付金 万円

工事費 万円

万円

町負担金 万円
県負担金 万円

報酬 万円

東風平小学校空調機設置事業 事業費 1億1,260

財　源
7,680
3,580

48
1億1,212

　児童生徒の感受性豊かな人格形成を図るため、夏場においても、安全・快適な学習環境
を保持できるよう空調（エアコン）設備を整備します。

教育施設省エネ化推進事業 事業費 2,248

財　源
450

1,798

2,248

　幼小では通常の授業や夏休みの英語教室で「体験的な学習」を通して、児童が英語に触
れたり、外国の生活や文化などに慣れ親しんだりすることにより、国際力に強いリーダー
の育成を行います。

　環境にやさしい教育施設を推進するため、八重瀬町温暖化対策実行計画に基づき、照明
設備をＬＥＤ化し省エネ化を推進します。
　本年度は、東風平小学校体育館、具志頭中学校体育館の照明設備ＬＥＤ取替工事を行い
ます。

英語学習の向上に関する事業 事業費 1,318

財　源
263

1,055

1,318

基本目標：いのちを育む教育文化のまち
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学校教育課（がっこうきょういくか）	 ℡998-7571



万円

万円

万円

万円

万円

万円

　教育相談員や心の教室相談員、その他関係機関と連携し、児童生徒の不登校やいじめそ
の他の問題行動の未然防止、早期発見及び早期解決のための提案や情報提供を行っていま
す。

　各小学校に１名づつ配置、中学校については2名づつの学習支援員を配置し、学習支援を
行うことにより基礎基本の定着を図ります。

特別支援員教育に関する事業 事業費 2,244

　町立小中学校には肢体不自由や多動性などのちょっとした症状をもった児童生徒が通っ
ており、その児童生徒一人ひとりの教育を保障し自立を支援するために16人の特別支援員
を派遣しています。

教育相談ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ派遣事業 事業費 258

学習支援員教育に関する事業 事業費 2,649

通園・通学バス運行事業 事業費 1,844

　八重瀬町立幼稚園、交通の不便な地域の１小学校が安全・安心に通学できるよう送迎バ
ス運行を行っています。

就学援助等に関する事業 事業費 4,345

　経済的な理由で学校へ行かせることが難しいと町が認めた小中学校の児童生徒の保護者
に対して、児童生徒が平等に義務教育を受けることができるように、学用品費や給食費、
修学旅行費など必要経費の援助を行います。

学力向上対策推進に関する事業 事業費 305

　「自ら学ぶ、心豊かな八重瀬っ子の育成」をテーマに「知」（確かな学力の向上）
「徳」（豊かな心の育成）「体」（健やかな体の育成）を支える基本的な生活習慣の形成
を目指し、学校や家庭及び地域が連携を図り、学習意欲を高め、学力向上を図っていま
す。
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万円

町負担額 万円
資料館の使用料 万円

万円
施設の維持管理費 万円
消耗品等 万円

万円

町負担額 万円
国補助金 万円

委託費 万円

万円

一括交付金 万円

町子ども会リーダー研修補助金 万円

　小学５～６年生の子ども会会員を対象にしたリーダー研修。
　町内の全子ども会を対象としているため、普段はなかなか交流のできない他校児童との
交流ができるだけでなく、文化の違う渡嘉敷島での自然体験活動や集団生活を通し、心身
ともにすこやかな少年少女の健全育成を図ります。

1,124

渡嘉敷島　研修会

子ども会リーダー宿泊研修会 事業費 1,124

財　源 1,124

　本町から出土した「港川人」含む更新世化石人骨は東アジアでも発見されているが、保
存がよく全体の形態がわかるのは港川人だけであり、貴重な資料として位置づけられてい
ます。町では、出土地の「港川フィッシャー遺跡」を整備し公開することで、教育や観光
資源として活用を図ります。

1,024

港川フィッシャー遺跡

 　資料館では、「港川人」「歴史・民俗」「謝花昇」を中心とした八重瀬町の歴史をコー
ナー別にわかりやすく展示しています。常設展示以外にも「企画展」の開催、また教育普
及として町内外の小中学校、高等学校などを積極的に受け入れ「総合学習」の一環に役立
てるように努めています。

港川フィッシャー遺跡整備事業 事業費 1,024

財　源
205
819

見学者の様子

歴史民俗資料館に関すること 事業費 1,033

財　源
1,008

25

452
566

15

嘱託学芸員報酬等

基本目標：いのちを育む教育文化のまち
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万円

万円

万円

万円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

93・婦人学級補助金

97・糸満地区少年補導員連絡協議会負担金

・単位子ども会補助金 830

・高齢者学級補助金 577

・町青少年健全育成協議会 2,294

・町青年連合会 618

・町ＰＴＡ連合会 391

・町子ども会育成連絡協議会 1,414

・島尻地区青少年健全育成協議会 23

・町婦人会補助金 1,580

・町文化協会補助金 1,950

・視聴覚ライブラリー 1,026

・沖縄県社会教育委員連絡協議会 12

　教育、文化等の振興のために町内の各種団体が行う事業及び組織運営に対して、毎年予
算の範囲内で補助金を交付し、各種団体の育成を図ります。

　既存資料館を教育的な観光施設として活用を図るため、パンフレット、ワークシートな
どを作成し展示を活かした観光客の誘致を図ります。
《実施事業》①資料館パンフレット等の作成　②資料館ガイドブックの作成　③ワーク
シートの作成

成人式事業 事業費 13

　新成人の門出を祝うため、会場の準備、受付など、当日の式典が心に残るよう支援しま
す。

負担金・補助金 事業費 1,164

沖縄戦関係資料公開活用事業 事業費 668

　本町は沖縄戦末期、近くに日本軍の司令部が置かれ、激戦地となったことで、町は壊滅
状態になり人口の5割近くが犠牲になりました。戦中は、日本軍によって町内に陣地が構築
され、白梅学徒隊が動員された野戦病院も置かれました。町では既存の資料館に、これま
で収集した白梅学徒隊の資料をパネルにし公開します。また、元郵便局長のご遺族から寄
託された戦前から戦後までの日記資料の冊子を作成し公開します。

資料館観光活用事業 事業費 250

具志頭資料館キャラクター

ミナトくん
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わかりやすい予算書 まちのお財布

■発行年月 平成２7年６月発行

■お問合せ 八重瀬町役場 企画財政課

〒901-0592 沖縄県八重瀬町字具志頭659番地

Tel (098)998-2668，Fax (098)998-4745


